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DDTの蚊幼議及蝿に劃する作用に就て1)

Action of DDT on Mosquito Larvae and Pupae 

石井信太郎 NOBUTAROISHII 

苫靖子， YASUKOMITOMA 

強防衛生研究所寄生議部

DDTが優秀な殺霊草剤であるととは一般に認められてゐるととろであるが蚊挨忙封ずる其殺

誠作用に到しては詳細が知られてゐない，唯少数の報告があるに止まっているので吾々は之が

蚊幼轟に謝して如何様に作用するものであるかを詳細に検討する必要があると考へたので，之

を行ひ設に取纏めて報告する失，，；；~である。

抑々 DDTは主として接燭毒として殺減作用を有するが，叉喰毒としても殺減作用を殻揮す

るものである。之は本気中i亡於ける殺品作用で、あって水に不溶な DDTが水中l亡棲息する昆品

類に劃しては如何様に作用するものであるかを検討するととが吾々の研究目標のーであったo

DDTが空気中に於て昆品の韓表にF付着して後，共角皮を浸透して！神経系統を佼し，昆践を死

に至c:;・しめるものであるが DDTが水中に浮遊して居る朕態で，昆轟の骨豊表I亡附着し，共角皮

を透して昆最際内に浸透するか否やは検討を要する黙である。此意味l亡於て吾々は蚊族幼議

（示、ーフラ）及的〈オニボ｛フラ）をJlj＇（）＞.て・nnTの殺減作用を検討してみたので、ある。又此

%！.味からして .DDTは純DDT末及滑石未に 5～10%の割合に混令した粉末を用ひて主主験し，

DDT油商jは用ひなかった。之は DDTの他に油が或程度の殺減作用を有してゐるので，イ可dし

の作用によるかを明かにするととが不可能で、あるため粉末殊に 100~6 の DDT 末を用ひたの

が異の DDTの殺減作用を認、め得るものと考へられのるである。

賓験法

石井，三苫（昭和 18年）が考案した「蚊族幼轟殺減期検定法」によヲて DDTの殺減殺カを検した。

卸ち大略失の保件にようて行ヮた。

1 薬剤量： 100立の水に主主して 5瓦。

2 供試蚊幼轟： 幼轟l工種類によって性質を薬剤に封ずる抵抗力も差異がある。夫故東郵船蚊，一筋縞蚊，

主伝家蚊及支那羽斑蚊を用v-て試験するのが最も判定のE確さを期することが出来る。又幼品数は 1回 δ

～10疋とし，之を三回以上繰返して成績を綜合するのがよい。

3 殻カ判定時間： 人工的に蚊幼轟を飼育して，之を以て試験するので，長時日放置観察する ζ 止は自然

1) 昭和 21年 12月 19日停研集談合にて溌表。
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死の恐れがあるから薬剤の数力判定に諜りを来すこーとになるロ一方薬剤の作用する時聞が長ければ共の
問に'!IJJ患は踊となり，或l工成蚊となることがあるので官・際上有殺なものといろととは出来ない。それ故
48時間後までに死域するのを有数とする。

4 試験容器： 幼轟，踊の朕態を翻祭するには砧、子器を以てするのがよい。又水は井戸水又は雨水を用

うる。都市の水道水口盟素を合んでゐるので不可である。砧、子関壌は容れる幼患の数によって異ること

になるが，水の高さは 5～lOcmとする。

DDT は日本製及氷国製を用いたが 5%粉末， 10%粉末，及 100.90-粉末を用旬、た。又薬剤量l工純 DDT
<D-iF：：で・計9：した。

賓験成績

前述の如く DDTが水中に於て蚊幼最に到して如何様l亡作用するかgpち「接鏑毒」であるか
「I食悲」であるかを知ちんとして作用の欣況を詳細に観察したが更に蚊の柄を以ても試験した。

Qp-tコ幼品は1k中で、食物をtfrlf取するものであるが附は食物を婦らないものであるo若しも幼惑
が死滅し柄が死滅しないならば之は DDTを概食するととによって殺減作用をき妥結するととに

I Aedes togoi坦j皐

h 

Larvae 1 ~ 3 4 6 24 48 72 

ら
ー 1「1 死 4 死 1

D~＇ l 5 十δ +5 ＋。 ＋δ 十δ 死ら

f日） 5 ‘ ＋5 +5 +5 十δ +5 死 5

ら +5 +5 +5 +5 死 5

10 死 3 予E5 死 2
l05'o 10 死 2 死 7DDT 
｛ヨj:.) 10 +1 +9 予E1 9E壬 死 5

5 +5 ir5 f「5 it5 1十5 if・6 死壬 死 1

ら +5 +5 t十5
p 1 
死生

100；；；’ペ 5 +5 +5 itδ タE5 DDT 
（氷） 。 ＋生 fト5 ii5 タt2 夢E3 

5 +5 +5 f十5 f十5 死 8 寸「 2 死 2

5 、
寸「3 9£ 2 手E2 夢E1 

100.90 
§ 十δ 死 4 死 1

司

DDT δ 死 5
（日） 5 p 2 

it 3 死 1 死 2
リ戸 +1 +2 p 2 

+ 3 死 2 死 1

+. iト麻痔ヲ示ス。 P－踊トナりタルモノ。 死ー死減
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なると考へられる。卸ち喰毒としてであって又楠が死滅する場合は接燭毒として作用するもの

と考へられる。

A. 蚊族幼識に到する賓験

(1) 東郷縞蚊幼最一一（第 1表参照）

5% DD  T 末（日本製）を用いた＇ft験は略 24時後に死滅， 10%末（米岡製）を用いた場合には略

48～72時間後に死i或ずる。

100% DD  T 末を用いた場合には略 48 時間後に宛irt~する。

上の質験から考察すると 5,96'DD  T 末が最も有款の如〈認められるが之は混ぜられてゐる滑石末の影響

があると考へられる。 ~pち滑石末は＊の表面に浮遊する傾向があって幼晶の呼吸を障げるが伐に斯－様な精巣

を費したものと考へられる。夫れ故 DDT の殻果t:t100% DD  T 末の成績によるものが最も正確なもの

と考へられるg 又 DDTは本蚊幼晶を完全に殺減するものである。

(2) 一筋縞蚊幼轟一一（第2表参照）

II. A.edes albopwtus幼轟

No. of h 

Larvae 1 2 3 生 6 24 4;8 

5 ’ 十5 死 δ

5% 5 十6 寸十2 サ3 寸「4 子E5 
DDT Pl 

rE壬（日） 5 オ十4
5 十8 +5 +5 

~ 
死 5

’ r「壬1 死生δ 
+5 寸「8100% p 1 

DDT 5 +5 ＋δ 手f2 死 2
（米） 5 +5 +5 十5 I Pi  

f十4 死生

δ I pi p 1 
JE. 2 死 1

100% 5 +5 サ2 す「8 itδ 死 5
DDT Pl p 2 
（日） 5 

+1 死 2
5 +3 +4 p 1 

死 4

ι%  DD  T 末を用いた場合には略 24時間後に死滅する。 100%DDT 末を用いた場合にも略 2生時

間後に死i或ずる。

夫れ故此の場合には， j骨石末に上る影響l工大して認められなかヲた。又 DDT は本蚊j)Jif?＼を完全に毅i戒

する作用を有する。

( 3) 赤家蚊幼晶一一（第3表参mo
5% DD  T 末を用いた場合には略 2～4時間後に死滅する， 10% DD  T 末（米）を用いた場介に

は約 4時間後に死滅， 100%DD T 末を用いた場合には，米国製 DDT では 6～7時間後，日本

製 DD T では 8時間後に死滅する。

ヌド蚊幼轟に劃しでも完会に短時間内に殺滅する作用を有する。

（壬） 支那羽斑蚊幼晶一一（第4表参照）

5%DDT末を用いた場合には，略2時後に死滅する。ま00%DDT末を用いた場合にはうド図製DDT
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III. αllex pipiens pallens幼轟

No. of h 

J.;arvae 
1 2 8 4 § 6 'I 闘． 2盛

， 
§ 死 δ

ら%
5 死 6

DDT δ + 5 死 5
（日） 5 十 5 死壬 死 1

、

5 9E 4 死 1 ． 
白

J~ 5 什 δ 什 δ 死 b

（米） 5 ＋＋る 什 5 死 δ

100% 
5 + 1 十 2 死 1・ 死 8 死 1

DDT・ 5 + 1 +2  ＋＋ δ 死 8 +t 2 死 2
（米） 5 + 5 +t 4 ＋＋ δ 什 5 死 8 死 2

‘・
ら 死 8 死 1

100% 5 
p 1 

DDT 十 5 ?E壬

（日） 5 死 2 死 2 死 1

ら + 5 死 5

IV. Aηopheles hyrcam1s sinensis幼晶

No. of h 

Larvae 1 2 3 4 6 24 壬8 72 

ら%
δ 死 8 死 2

DDT 5 + 5 死 4 死 1
（日） δ 死 8 死 2

100% 
δ it 2 1十8 す「 8 死壬 死 1

p 1 p 1 DDT 5 
サ十 1 す十 2 ．サ 8 死 8

（米） 5 it 2 寸十壬 死 2 死 1 死 1 死 1

100% 
ら 死 8 死 2

DDT 5 + 5 死 3 死 2
（日） 5 ＋ら 死 5

末では略 6時間後日本製 DDT末では Z～8時後に死滅する。夫れ故 DDTは本蚊幼轟を完会に

短時間内に殺減ずる作用を有する。

以上の四種類む蚊族幼轟を用いての貨験によると次の様な事柄が認められる。

(1) 東郷縞蚊及一筋縞蚊幼議を殺減するには赤家蚊及支那羽斑蚊幼最を殺被するよのも長

時間を要する。
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( 2) 幼轟の種類によって，器底で捕食するものとノk衣近くで蟻食するものとの差異は殆ん

ど認められない。印ち DDT末が一部浮遊するものと一部沈澱するものとがあるからである。

( 3) 100% DDT Jミでの成績に於て赤家蚊及び支那初f)E蚊の試験で差異があるが之が原因

は不明で、ある。唯工業的生産品と研究室的生産品とに於て，同自貼の差異がある ζ とが報ぜられ

てゐる果的＝ら考へると或は斯様な事柄が原因して米関製と日本製とに道具が生じたとも考へら

れる。

V. A£ des togoi 自由

No.of 
h 

Pupae 
1 2 3 ' 4 6 24 48 72 

〆

δ 
, A l 

手AE 3 死 1

5 
A 1 1 

ら% 死A ~ ヲli
DDT 5 

A 1 

（日） 5 
A 1 死A~

死 1

δ A 1 
A 2 
死 2

5 A 5 

100% 
δ A 2 A 1 A 2 

DDT 5 、 A 2 A 1 

（日） 5 

手E2 
A 1 A 3 A 1 

5 A 5 

A－成蚊トナリ冴 Jレモノ

B. 蚊族蛸に到するW！験

( 1) 東郷縞蚊踊一一（第5表参照j

5% DD  T 末を丹iいた場合に，各賞験に於て死滅するものを認めた。之は前述した知〈滑石末が＊表

に浮遊してゐて踊の呼吸を障げ？とと考えられる， 100%DDT末では殆んど死i歳するものな〈唯一家

族に於て 72時間後に 2疋が死滅したに、過ぎない。

( 2) 一筋杭蚊踊一一（鋸 6表参照）

VI. Aedes albο>pictHs 虫南

No.of 
h 

Pupae 
1 2 3 4 (:¥ 24 48 72 

5% 
δ A 2 A 3 

DDT 5 A 4 A 1 

（日） 5 
A 壬
死 1

100% 
δ A 3 A 2 

DDT 5 A 5 ， 

（日） 5 A 5 
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5% DDT末に於ける場合殆んど死滅することなし成蚊となヲたのである。 100%DDT末に於防る

場合には，会部成蚊となり死滅することは全くなかった。

( 3) 赤家蚊踊一一（第 7,ft参mo
5Jb DDT末を用いた場合に死滅するものがあったが，よl工滑石末の浮遊による呼吸の障害と認めら

れた。 100~-b DDT末を用いた；場合には殆んど死滅するものなく成蚊となった。

VU. Oulex pipicus palleus 自南

No.of 
h 

Pupae 
1 2 3 壬 6 24 48 72 

D5ST 
5 A 3 

死 1

（日） 5 A 1 死壬

i0f!4 5 A 4 
死 1

（日） 5 A 3 

以上納に釘する DDTの作用は帰んεないか， 或は極めて微弱なものと考へられる。卸ち

!00% DDT末を用ひた場合には殆んE死滅するものがないと認められるからである。

然し滑石粉を混じた DDT末は多少殺減作Jljがあると考へられるが蚊族幼描に封する殺減作

用から見れば極めて微弱で、ある。

結論

以上の賓験成績から考へると， DDTは蚊幼誌に空、Jしては殺減作用があるが蚊柄に釣しては

特に殺減作用があるとは考へられない。

IWち幼轟は水中で、食物を揚るが踊は捕食しないものであるから DDTの，水中に楼む蚊幼t誌

に劃する作用は「喰毒Jとしてであって DDTのl樹氏である「接燭毒」としての作J日ではない

と考へられる。

本研究は文部省科串研究立に負うところ大である。ままに深謝の意を表する。
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①溶解度高きため、尿路結石形成の恐れな〈大量投与が
可能であるn
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